
当社が「稼ぐ力」を再構築し、経営計画「Mission 2030」を実現できるかどうかは、人財の変革にかかっています。競争優位を維持するた

めには「技術」「設備」に加え『挑戦』『誠実』『共感』を成果に結びつける人と組織を持てるかに尽きます。一方で、現実には、従来の延長線

上のやり方では競争を勝ち抜けない局面に入っています。今、私たちに求められているのは、「強い組織」への明確な転換です。

顧客価値を創出し切る営業力、自ら問いを立て答えを導く思考力、そして既存の枠組みにとらわれず変革を実行しきる力̶̶これらを持

つ組織へと進化できなければ、稼ぐ力の再構築は成し遂げられません。これからの人財戦略は「育てる」だけでは不十分です。求めるレベ

ルに到達できない場合には、配置・評価・登用を含めたシステムを見直し、強い組織にふさわしい人財ポートフォリオへと入れ替えていく

覚悟が必要です。挑戦し成果を出す人財が報われる仕組みを徹底すると同時に、変革を牽引できる中核人財の獲得・育成を加速します。

私たちは、失敗を恐れず挑戦する人財、多様な価値観を受け入れながら価値創出に結びつける人財を引き続き求めていきます。しかしそ

れ以上に重要なのは、その力を最大限発揮させる「強い組織」をつくり上げることです。これはCHROとしての最重要責務であり、組織・

制度・文化のすべてを見直し、断行していきます。人財の変革なくして、企業価値の向上はありません。個の成長と組織の競争力を同時に

引き上げることで、「稼ぐ力」を持続的に生み出せる企業へと進化させていきます。

CHROメッセージ

経営計画「Mission 2030」への道筋

Mission
2030年までに、人財・経営価値を高め

スペシャリティ・メガトレンド・サステナビリティの
3要素をそなえた事業価値創造に集中する。

戦略実現の基盤要素と人財テーマ 方針と戦略

事業継続性、成長事業の推進力

次世代リーダー候補の育成
1.
人財育成
体制の強化

2.
ダイバーシティ、
エクイティ＆
インクルージョン
の推進

3.
健康経営と
働き方改革

将来の経営層育成と、全社一貫の教育体系の構築および自ら学
ぶ文化の醸成を通じて、次世代リーダー候補の育成をはじめと
する人財育成体制の強化により、成長事業の競争力を支える人
財基盤の構築を進める。

多様な考え方を持った人財が活躍できる職場環境・制度・文化
の醸成を実現することで、多様な視点を意思決定に取り込み、変
化の大きい市場環境に対する組織の適応力を高める。

「明日も来たくなる職場」のための制度改革推進と、従業員が能
力を最大限発揮できる環境整備により、実行力と生産性の向上
につなげる。

ICT ＆ Energy、Healthcareの競争力

事業成長を支える人財基盤の強化

意思決定の多様性、組織変革力

女性管理職比率・多様な人財登用

実行力、個人ならびに組織の好循環

エンゲージメントスコア

生産性、持続的な成果創出

健康関連指標

「Mission 2030」
フェーズ2の戦略

「Mission 2030」
フェーズ3以降

������

�
常務執行役員
Chief Human
Resource Officer
（CHRO）

原 敬
はら　   けい

稼ぐ力の再構築

 自ら挑戦し実行する
「自律型」人財が
最大限力を

発揮させる強い組織

「挑戦」
×

「実行力」

方針 戦略

目指す姿
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目指す姿に向けた取り組みとKPI
経営計画「Mission 2030」の人財価値創造では、「人財育成体制の強化」「ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン」「健康経営と働き方改革」を方針（マテリアリティ）として
掲げ、それぞれに紐づく中長期のKPIを設定しています。

社員が価値を感じる研修の提供

女性管理職比率※1

男性育児休業取得率

従業員エンゲージメントの向上

時間外労働の削減

年次有給休暇取得率の向上

体重適正者

高ストレス者

良い運動習慣

喫煙者比率の低減

人財育成
体制の強化

方針 KPI 2025年度実績 2026年度目標 2030年度目標

アウトカム

―

6％

78％

―

142時間/年・人

77％

63％

13％

39％

23％

―

8%

80％

―

140時間/年・人

80%

68%

12%

40%

21%

―

15％

85％

エンゲージメントの可視化と持続的な改善

120時間/年・人

100%

80%

10%以下

40％

12％以下

●戦略的人事異動の運用開始
●人財育成プログラムの見直し
●キャリアプランニング委員会の立ち上げ
●自己啓発支援制度導入
●サブスク型e-ラーニング導入（管理職限定）

●採用ポートフォリオの拡張
●社外取締役×女性管理職パネルディスカッションイベント
の実施
●Women’s Career Journeyの開催（継続開催）
●DE&I推進の全社方針の制定
●仕事と介護の両立推進月間

●社内公募制度の開始
●経営層によるタウンホールミーティング・ランチ会の開催
●健康経営優良法人（ホワイト500）に2023年から3年連続
で認定 
●就業時間内の全面禁煙化
●労使共催デンカウォーキング大会の
実施（2022年より毎年開催）

方針 フェーズ１の主な取り組み フェーズ２の計画・施策

人財育成
体制の強化

1.

ダイバーシティ、
エクイティ＆
インクルージョン
の推進

2.

健康経営と
働き方改革

3.

人財育成体制の強化1.

ダイバーシティ、
エクイティ＆
インクルージョンの推進

2.

健康経営と
働き方改革

3.

自律型人財の育成と学習基盤の高度化

多様な人財の登用と仕事とライフイベントの両立支援

人財育成強化
▶自律的キャリア実現支援
▶タレントマネジメントとの連携
▶全社一貫教育システムの構築

グローバルタスクフォース
▶グローバル人財育成
▶グローバル人財採用

育児・介護の両立支援・制度浸透
▶管理職向け研修
▶制度・法改正の情報発信

社内コミュニティーの充実
▶タウンホールミーティング
▶クロスコミュニケーション
▶座談会

ファシリティ投資
▶コミュニケーションスペースの拡大
▶皆が集うオフィスレイアウト

新人事制度（人的投資） ▶プロフェショナル制度
▶地域限定G職

次世代リーダー教育　 ▶キャリアプランニング委員会

・多様なリーダー育成のしくみ強化
・多様な人財登用の意識醸成・機会創出

・重点事業に必要なスキル保有率向上
・経営人財プールの拡大
・意思決定スピード向上
・新規テーマ創出数増加
・事業横断人財の増加

健康経営と働き方改革

・生産性の向上
・付加価値の創出
・エンゲージメント向上

ダイバーシティ、エクイティ
＆インクルージョンの推進

・意思決定の多様性向上
・イノベーション創出率向上
・組織の環境適応力向上

・リーダー層の視野拡大
・高度人財の確保

健康経営の推進とエンゲージメント向上
・健康セミナー等の継続開催

目指す姿

自ら挑戦し実行する
「自律型」人財が最大限力を

発揮させる強い組織

ROE向上に寄与

研修満足度調査を実施し、“良好水準”を目指す。＊NPSにて評価

OUTCOME

※１再雇用等を含まない正社員のみで算出
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1.人財育成体制の強化

フェーズ1の取り組み（基盤整備）

階層別人財育成

目指す姿に向けた取り組み

自律型人財の育成と学習基盤の高度化
当社では、人財戦略の実現に向け、全社一貫の教育体系の構築を推進しています。フェーズ１で
は学ぶ仕組みを構築し、フェーズ２では学びを事業成果へ転換する組織能力を構築することで、
自律型人財の育成と強い組織の形成に繋げていきます。

サクセッションプラン（キャリアプランニング委員会）
キャリアプランニング委員会では、事業成果の創出と将来の成長を担う経営人財の計画的な育
成を進めています。事業成果創出力、実行力、変革推進力を備えた人財を継続的に育成・登用し、
事業戦略の強化を実現してまいります。
挑戦と成果が適正に評価される仕組みを通じ、適材適所の配置と人財ポートフォリオの最適化
を推進することで、事業環境の変化に対応できる強い組織の構築を目指しています。

これらの取り組みを通じて、「今、結果を出せる人財」と「将来も事業を伸ばせる人財」を継続的
に創出し、持続的な成長と企業価値向上を実現してまいります。

若手社員を対象に、思考力・巻き込み力・ロジカルコミュニケーション
など、職種を問わず求められるビジネス基礎力を段階的に習得する5
年間の育成カリキュラムを整備しました。管理職層には、役割転換（ト
ランジション）を重視した研修を実施し、組織運営力・部下育成力の強
化を図っています。

学習基盤の整備
LMS（学習管理システム）の導入により、教育プラットフォームを統合。受講履歴や学習時間
を一元管理し、教育機会のアクセス性向上と施策の改善・高度化につながるデータ基盤を整
備しました。初年度のログイン率は94.3%となり、全社的な利用定着を図ることができました。

自律学習の促進
管理者向けサブスクリプション型e-ラーニングや自己啓発支援制度を通じ、自律的な学習を支援しています。2025年度は
サブスクリプション型e-ラーニングの導入初年度となりましたが、学習時間は当初目標の2倍以上となりました。今後は、実
務に直結する学びへの転換を重視し、学習内容を業務課題の解決や成果創出につなげる仕組みづくりを進めるとともに、
自己啓発支援制度の活用促進を通じて、社員一人ひとりが主体的に学び続ける文化の定着を図ってまいります。

成果・効果

●教育基盤の標準化・可視化
●若手社員の業務遂行力・課題解決力の向上
●管理職の組織運営力・部下育成力の強化
●自律学習文化の醸成

フェーズ2の計画・施策（高度化・展開）

教育データの活用による育成施策の高度化や学習成果の可視化・共有を
通じて、個人の学びを組織全体へ波及させ、変化の激しい事業環境にも柔
軟に対応できる自律型人財の育成と持続的な企業価値向上を目指してま
いります。

経営成果創出力 実行力 変革推進力

94.3%
LMS初年度ログイン率 グローバルタスクフォース

事業環境や市場構造が大きく変化する中、多様な環境・文化・市場において価値を創出できるグ
ローバル人財の育成を推進しています。海外拠点や異なる事業・機能との協働を通じ、多様な価
値観やビジネス慣行を理解しながら課題解決に取り組む機会を提供し、変化への対応力と事業
推進力の向上を図っています。

これらの能力を備えた人財を継続的に育成することで、 「どこでも成果を出せる人財」 を創出
し、成長事業の競争力強化と持続的な企業価値向上につなげていきます。 

多様性適応力 グローバル経営視点 外部環境対応力
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2.「ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンの推進」

目指す姿に向けた取り組み

5/275/275/27

Wed.Wed.Wed.

16:00～16:40

デンカウォーキング大会にも参加しよう！デンカウォーキング大会にも参加しよう！

開 催 期 間

※応募期間2026年5月18日(月)～6月5日(金)まで

●チーム編成人数 : 5名～10名

　（職場内でチームを組んでください）

●１カ月の平均歩数で最終順位を決定！

　（歩数上限：1日12,000歩）

ルール

ZoomミーティングIDZoomミーティングID

838838 7668 4275 7668 4275  

ZoomミーティングID

838 7668 4275 

パスコードパスコード

248129248129

パスコード

248129

入室はコチラ

12:05～12:45

5/255/255/25

Mon.Mon.Mon.
食事食事

5/265/265/26

Tue.Tue.Tue.

16:00～16:40

5/295/295/29

Fri.Fri.Fri.

16:00～16:40

運動運動

入室はコチラ

ZoomミーティングIDZoomミーティングID

892892 7892 8880 7892 8880

ZoomミーティングID

892 7892 8880

パスコードパスコード

651733651733

パスコード

651733

ZoomミーティングIDZoomミーティングID

853853 4087 5531 4087 5531

ZoomミーティングID

853 4087 5531

パスコードパスコード

425542550909  

パスコード

425509 

ZoomミーティングIDZoomミーティングID

89890 2512 81720 2512 8172

ZoomミーティングID

890 2512 8172

パスコードパスコード

152438152438

パスコード

152438

5/285/285/28

Thu.Thu.Thu.女性女性

ご予約はコチラ

12:05～12:55

入室はコチラ 入室はコチラ

福利厚生福利厚生 健保施策健保施策

iPhone（iOS）をご利用の方 Androidをご利用の方

女性の健康
・基礎知識と職場の支援

・市販の鎮痛薬での

　セルフケア

参加チーム

大募集！

Zoom健康セミナーに参加しよう！Zoom健康セミナーに参加しよう！

セミナータイトルや内容は予告なく一部変更となる場合がございます。ご了承の程お願い致します。

問合先：ウェルネス・DE&I推進課 森本（2437）・土田（2458）

2026年6月8日(月)～7月5日(日)

理想の自分は
今日から作る！

理想の自分は
今日から作る！

デンカ健康weekデンカ健康week

チーム
 対抗！

第５回

労使共催

愛国学園短期大学　愛国学園短期大学　家政科 准教授家政科 准教授愛国学園短期大学　家政科 准教授

古谷 彰子 氏古谷 彰子 氏古谷 彰子 氏

今日からできる

食事見直し

食べる時間を変えるだけ！

不規則勤務・コンビニ

活用でも健康的に

脳と体を鍛える

“歩くチカラ”

「歩く」ことのすごさが

分かる！日常の歩行を

“運動”に変えるコツも！

ウォーキングトレーナーウォーキングトレーナーウォーキングトレーナー

池田 ノリアキ 氏池田 ノリアキ 氏池田 ノリアキ 氏

聖路加国際大学聖路加国際大学大学院大学院

国際看護学教授国際看護学教授

聖路加国際大学大学院

国際看護学教授

大田 えりか 氏大田 えりか 氏大田 えりか 氏

第一三共ヘルスケア株式会社第一三共ヘルスケア株式会社

ブランドマネージャーブランドマネージャー

第一三共ヘルスケア株式会社

ブランドマネージャー

鈴木 ひかる 氏鈴木 ひかる 氏鈴木 ひかる 氏

コチラは

事前予
約が

必要で
す

コチラは

事前予
約が

必要で
す

株式会社ベネフィット・ワン株式会社ベネフィット・ワン  株式会社ベネフィット・ワン 

小野 勇太 氏小野 勇太 氏小野 勇太 氏

福利厚生サービスで

健康増進

福利厚生サービス「ベネフィット・

ステーション」から健康関連の

お得なサービスをご紹介します！

デンカ健康保険組合　デンカ健康保険組合　デンカ健康保険組合　

竹田 拓矢 氏竹田 拓矢 氏竹田 拓矢 氏

デンカ健保の

保健事業について

その健康、

補助で始めませんか？

Google PlayからのインストールApp Storeからのインストール

https://forms.office.co
m/r/5J2yJFUFbz

※オンライン参加用のURLを

開催日前日にメールでお送りします

●お申込み用QRコード●お申込み用QRコード●お申込み用QRコード

お申込み:5月25日(月)まで

●お申込み用フォーム●お申込み用フォーム●お申込み用フォーム

男性もぜひ

ご参加ください！

フェーズ1では、多様な人財が能力を最大限に発揮できる組織風土の醸成と基盤整備を進めま
した。フェーズ2では、多様性を意思決定や価値創出に活かすことで、組織の変革力と競争力を
高め、成長事業の競争力強化につなげていきます。

フェーズ1の取り組み（基盤整備）

経営層のコミットメント強化
DE&I基本方針の策定、社長メッセージとともに全社へ
発信したほか、DE&I・アンコンシャスバイアスに関する
全社員向けe-ラーニングを実施しました。経営層との対
話では、女性活躍推進上の課題や女性管理職登用に向
けた施策、各部門の実践事例について議論を重ねました。

女性管理職キャリア形成・両立支援
女性管理職比率の向上に向け、キャリア形成支援とライフイベントとの両立支援を推進しました。

成果・効果

●DE&Iを経営課題として捉える
　共通認識を醸成
●女性活躍推進への主体的関与が拡大
●両立支援への理解が深化
●多様な人財が活躍できる職場づくりが前進

フェーズ2の計画・施策（高度化・展開）

今後は、これまでの風土醸成や意識改革をベースにし、制度面の整備・拡
充を進めます。多様な働き方を支える環境づくりを進めるとともに、育児・
介護・治療などライフイベントとの両立支援を強化し、管理職のマネジメン
ト力向上や制度活用の浸透を図っていきます。こうした取り組みを通じて、
社員一人ひとりが自分らしい専門性を身につけ、なれる最高の自分を目指
せる会社を実現していきます。

成果・効果

●経営方針の浸透
●管理職の意識・行動変容
●健康意識の向上
●組織の一体感醸成
●挑戦しやすい風土の醸成

フェーズ2の計画・施策（高度化・展開）

社員一人ひとりが存分に能力を発揮できる環境づくりと、家族を含めた健康づくり・幸せづくり
を目指すため、従来の活動を基盤として、セミナーを通じたポピュレーションアプローチを継続
してまいります。健康課題分析の結果を踏まえ、生活習慣病、がん、メンタルヘルスを従業員の
健康課題と位置づけ、健康保険組合や医療専門職と連携し、PDCAを回すことで健康経営のさ
らなる充実を図ります。また、2026年度から毎年エンゲージメントサーベイを実施し、働き方
改革を含む各種施策の効果検証および改善状況を継続的にモニタリングしてまいります。

計4回
「DE&Iは人事施策
ではなく経営課題」

役員セッション
（2025年度）

約1,200名
デンカウォーキング大会
参加者数（2025年6月）

約100名
歩行測定会参加者数

（2025年度／千葉工場）

3. 健康経営と働き方改革

フェーズ1では、従業員が安心して能力を発揮できる基盤を整備し、フェーズ2では、健康経営と
エンゲージメント向上を通じて個人と組織のパフォーマンスを最大化することで、実行力と生産
性を高めていきます。

フェーズ1の取り組み（基盤整備）

タウンホールMTG・ランチ会
従業員エンゲージメントサーベイで経営層との心理的な距離が遠
いという課題が明らかになり、経営層によるタウンホールミーティ
ングや若手社員とのランチ会などを実施しました。経営層との対話
機会を拡充し、経営方針の浸透と管理職の意識・行動変容を促し、
声を上げやすく挑戦しやすい企業風土の醸成につなげています。

デンカ健康week
健康経営への理解を深め、健康づくりへ
の主体的な行動を促進するため、健康週
間「デンカ健康week」を設定し、期間中
は毎日健康セミナーを開催しました。

転倒事故予防
転倒災害が多く発生している実態を踏まえ、千葉工場で歩
行測定会を実施し、測定結果を踏まえた運動指導を行いま
した。

（参加者アンケートより抜粋）

23名
受講者数（2025年度）

育休復職者向けセミナー

長期的な視点で自身のキャリアを
自律的に描く意欲向上を図りました。

計2回開催
（2025年度）

Women's Career Journey

活躍する女性社員が自身のキャリ
アや展望を共有することで、若手女
性社員が自らのキャリアを主体的
に考える機会を提供しました。

48名
参加者数（2025年度）

新任管理職向けセミナー

個々のライフスタイルに応じた働き
方を実現できる職場づくりへの意
識向上を図りました。

参加者の声・レビュー（抜粋）

「トップの意思決定の背景が理解でき、納
得感が高まった」

「役員の人財に対する考え方がマネジメ
ントに活きた」
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将来に向けた成長率の向上 Vision 「Mission 2030」
フェーズ2 At a glance デンカの

企業価値
事業による

キャッシュ創出
将来に向けた
成長率の向上

資本コストの
最小化

Financial 
information


